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企 すばらしい眺めが楽しめる城山山頂

優勝への執念がチームを一つに

全日本実業団選手権大会優勝

トナミ運輸男子バドミントン部
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自然探勝と歴史探訪を同時体験
一朝日県立自然公園-

美華さん

今
回
、
私
が

訪
れ
た
の
は
、

素
晴
ら
し
い
自

然
の
保
護
と
利

用
を
目
的
に
県

が
指
定
し
て
い

る
自
然
公
園
の

一
つ
、
朝
日
町

に
あ
る
朝
日
県

立
自
然
公
園
で

す。

十
小

4
R
，
 

レポーター:富山国際大学
(表紙の人)

企 宮崎城跡付近

こ
の
あ
た
り
に
は
、
暖

・
温
帯
系
の
常
緑
広
葉
樹
の
豊
か
な
森

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
稚
児
舞
で
有
名
な
鹿
島
神
社
の
境

じ
ゅ
そ
う

内
か
ら
城
山
の
北
側
斜
面
に
続
く

H

鹿
島
樹
叢
μ

は
学
術
的
に
も

貴
重
で
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
、

雪
崩
や
山
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
の
保
安
林
と
し
て
、
ま
た
鹿
島
神
社

の
境
内
林
と
し
て
大
切
に
保
護
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
神
社
の

拝
殿
横
か
ら
遊
歩
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
シ
イ
ノ
キ
や
ア
カ
ガ
シ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
が
自
然
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
い
て
、
自

然
探
勝
に
は
最
適
で
す
。

鹿
島
神
社
か
ら
城
山
山
頂
ま
で
は
ρ

ふ
る
さ
と
歩
道
H

で
約
一

時
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
ま
た
、
山
頂
近
く
ま
で
は
、
車
で

行
く
ご
と
も
で
き
ま
す
。
標
高
二
百
三
十
八
メ
ー
ト
ル
の
城
山
山

頂
か
ら
の
見
晴
ら
し
は
最
高
。
眼
下
に
は
海
岸
線
が
伸
、
ひ
、
よ
く

晴
れ
た
日
に
は
、
西
に
黒
部
川
扇
状
地
、
東
に
日
本
海
に
せ
り
だ

し
た
親
不
知
の
断
崖
、
北
は
遠
く
能
登
半
島
ま
で
が
見
渡
せ
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
県
内
最
古
の
山
城
と
さ
れ
る
宮
崎
城

の
城
跡
や
、
歌
碑
、
句
碑
な
ど
も
点
在
し
て
い
て
、
史
跡
や
文
学

に
興
昧
の
あ
る
人
に
も
お
す
す
め
。

こ
の
よ
う
に
、
豊
か
な
自
然
と
貴
重
な
史
跡
、
か
一
つ
に
な
っ
た

朝
日
県
立
自
然
公
園
。
あ
芯
た
も
、
こ
こ
で
自
然
探
勝
と
歴
史
探

訪
を
同
時
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

眼下に広がる海岸線 砂

...常緑広葉樹がうっそうと繁る“鹿島樹叢"
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「
決
勝
進
出
が
第

一
の
目
標
で
し
た
。
で
も
、

い
ざ
決
勝
に
臨
む
頃
に
は
、
選
手
た
ち
の
頭
に

は
優
勝
の

二
文
字
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
」

と
、
全
日
本
実
業
団
選
手
権
で
み
ご
と
日
本

一

に
輝
い
た
ト
ナ
ミ
運
輸
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
今
泉
勉
助
監
督
。
今
泉
さ
ん
自
身
、

二
十

一

年
前
、
同
大
会
で
高
岡
市
役
所
が
優
勝
し
た
と

き
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
。
「
選
手
と
し
て
勝
っ

た
と
き
と
は
、
ま
た
違
っ
た
感
動
が
あ
り
ま
し

た
ね
」
。

今
年
の
大
会
に
は
、
各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
百
四
十
九
チ
ー

ム
が
参
加
。
「
こ
の
大
会
は
、

N
T
T
東
京
が
十
五
連
覇
し
て
い
て
、

一
矢
を
報
い
る
チ
l
ム
の
登
場
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
ん
で
す
」
。
順

調
に
勝
ち
進
ん
だ
ト
ナ
ミ
運
輸
は
、
準
決
勝
で
第
二
シ
l
ド
の
日
本

ユ
ニ
シ
ス
を
三
対

一
で
退
け
、
い
よ
い
よ
牙
城
、

N
T
T
東
京
に
挑

み
ま
す
。
ダ
ブ
ル
ス
の

二
試
合
[
今
井
(
彰
)
・
本
田
組
]
、
[
今
井

(
紀
)
・
大
山
組
]
は
、
い
ず
れ
も
フ
ル
セ

ッ
ト
の
末
敗
退
。
「
普
通
な

あ
き
ら

ら
諦
め
ム

l
ド
が
漂
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
く
そ
ん
な
雰
囲
気
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
試
合
の
合
間
に
も
「
優
勝
す

る
し
か
な
い
』
と
い
う
声
が
、
選
手
の
聞
に
飛
び
交
っ
て
い
た
ん
で

す
よ
」
。
そ
の
後
、
第

一
シ
ン
グ
ル
ス
の
万
選
手
が
、
相
手
の
エ

l
ス

町
田
選
手
(
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
)
に
二
セ
ッ
ト
目
、

5
ー
は
か

ら
奇
跡
の
逆
転
で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
「第
二
シ
ン
グ
ル
ス
の
谷
内
選

手
が
勝
っ
た
と
き
は
、
も
う
ベ
ン
チ
は
お
祭
騒
ぎ
で
し
た
ね
」
。
そ
し

て
、
第
三
シ
ン
グ
ル
ス
の
鈴
木
選
手
も
見
事
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
、

N
T
T
東
京
の
十
六
連
覇
を
阻
み
ま
し
た
。

「
特
に
変
わ
っ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
乙
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
常
に
ゲ
l
ム
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら

練
習
し
て
き
た
の
が
好
結
果
に
つ
な
が
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
分

析
す
る
今
泉
さ
ん
。
今
後
は
、
国
体
や
日
本
リ
l
グ
な
ど
他
の
全
国

大
会
で
も
確
実
に
好
成
績
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。

全
大
会
制
覇
を
目
指
し
日
々
練
習
に
励
む
か
た
わ
ら
、
中
高
生
の

指
導
も
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
ト
ナ
ミ
運
輸
男
子
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
。
彼
ら
の
活
躍
が
、

一
流
選
手
を
目
指
す
中
高
生
た
ち
に
夢

を
与
え
、

二
0
0
0年
と
や
ま
国
体
に
向
け
て
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に

い
っ
そ
う
弾
み
を
つ
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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子どもたちの健やかな成長を願って
児童健全育成ボランティア交流フェスティバル ー 冒険こども王国一

子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
の

H

遊
び
H

の
重
要
性
の

啓
発
や
、
児
童
健
全
育

成
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
相
互
の
交
流

と
参
加
の
促
進

を
目
的
と
し
た

「
児
童
健
全
育

成
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
フ
ェ
ス

テ

ィ

バ

ル

官

険
こ
ど
も
王
国

」
が
七
月
二

十
六
か
ら
二
十

八

日

の

三

日

同
司
、

ド
r
l

太
閤
山
ラ

ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
中
沖
知

事
が
、
「
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
遊
び
は
不
可

欠
。
こ
れ
か
ら
の
富
山

県
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
遊
び
を
通
し
て
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う
願

っ
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
関
係
者
や
児
童
ら
に
よ
り
く
す
玉
が
割
ら
れ
、
い
よ
い
よ
「
官

険
こ
ど
も
王
国
」
の
ス
タ
ー
ト
。
手
作
り
で
お
も
ち
ゃ
を
製
作
す
る

μ

伝
説
の
技
の
世

界
ヘ
海
賊
か
ら
宝
の
箱
を
奪
い
返
す

H

海
賊
の
海
ヘ
音
と
光
の
宇
宙
空
間
を
探
検
す

る

ρ

宇
宙
の
旅
H

な
ど
八
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
し
た
。

「
冒
険
こ
ど
も
王
国
」
の
他
に
も
、
昨
年
募
集
し
た
遊
具

・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
選
作
品
の
展
示
や
、
遊
び
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は

遊
び
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
様
子
で
し
た
。

期
間
中
、
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
圏
内
に
は
元
気
に
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
そ
う
な
戸
が
終
日
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

8月8日

大きな笑い声が会場を包む

か人な l よマナなな笑行活
ら々ど、るジポがどう役動豆
楽はも桂チツレらをとにを六
し、あ歌ャクオ楽、と手繰長
ん笑り丸ジやンしエが皇り 22
だう、さ 7fサズくピ体安広亘
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し心訪るメ、日デまをア亭るた
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さ ヲモ ポ
んぷジ
や 玄 ウ
タ 25ム
レ歪で
ン去をは

よ妊位
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フ月29日

富山県の応援

2 

富
山
県
を
愛
し
、

富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
に
協
力
し
て

い
る
方
々
が
発
起
人
と
な
り
、
七
月
二
十
九
日
、
富
山
県
を
応
援

し
て
い
た
だ
く
会
員
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
と
や
ま
フ

ァ
ン
倶

楽
部
」
が
発
足
。
そ
の
会
員
交
流
会
が
同
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
代
表
世
話
人
の
佐
藤
助
九
郎
佐
藤
工
業
会
長
が
「
富

山
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
皆
さ
ん
で
、

富
山
の
良
さ
を
全
国
に

P
R

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
後
、
中
沖
知
事
が
「
純
粋
に
県
を

応
援
す
る
組
織
は
お

そ
ら
く
全
国
初
で
あ

り
、
喜
び
に
た
え
な

い
」
と
あ
い
さ
つ

。

続
い
て
、
木
村
尚
三
一

郎
東
京
大
学
名
誉
教

授
や
漫
画
家
の
藤
子

不
二
雄
③
氏
ら
が
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
交

流
会
に
花
を
添
え
ま

し
た
。
三
百
五
十
名

の
出
席
者
た
ち
は
、

「とやまファン倶楽部」発足

終
始
和
や
か

に
懇
談

し
、
交
流
の
輪
を
広

げ
て
い
ま
し
た
。

と
や
ま
フ

ァ
ン
倶

楽
部
は
、
会
員
と
富

山
県
、
そ
し
て
会
員

↓

相

互
の
情
報
交
流
の

日

機
会

m

つ
く
り
を
推
進

府
し
、

多
面
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
富
山
情
報
の
発
信

{A
)
 

羽

に

寄
与
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
。
今
回
の
発
足
を
機
に
、
富
山
県

不

を

軸

と

し

た

情
報
交

子藤

流

が

い

っ
そ
う
活
発

4
司

化
し
、
新
た
な
文
化

や
活
力
の
創
出
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

とやま笑いの日の集い

平成8年 7月 11白~平成8年 8月 10日

企竹村健一氏らも来場

7月10日 富山赤十字病院竣工式

'96とやま就職ガイダンス in大阪

第13回全国都市緑化とやまフェアメイン会場

オープン

平成8年度全国都市緑化祭

官険こども王国 (~28 日 )

新国土軸推進3団体共同シンポジウム

とやまファン倶楽部会員交流会

富山県立大学「一日県大生(体験入学)J

精神障害者社会復帰モデル施設「ゆりの木の里」

竣工式

とやま笑いの日の集い

7月12日

7月お日

7月29日

8月1日

8月8日

3 



近
年
、
出
生
率
の
低
下
や
核
家
族
化
の
進
行
、
女
性

の
社
会
進
出
、
晩
婚
化
に
伴
う
高
齢
出
産
の
増
加
な
ど
、e

子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
に
は
、
母
子

保
健
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実
が
極
め
て
重
要
で
す
。

県
で
は
、
「
す
こ
や
か
に
生
み
育
て
る
た
め
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
総
合
的
な
母
子
保
健
医
療
対
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
「
丈
夫
な
子
ど
も

を
生
む
た
め
の
対
策
」
、
「
健
や
か
に
育
て
る
た
め
の
対

策
」
、
「
地
域
ぐ
る
み
の
対
策
」
の
三
つ
に
分
け
、
お
の

お
の
の
施
策
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

~母予保健医療対策の充実~

富
山
県
の
母
予
統
計

富
山
県
に
お
け
る
新
生
児
死
亡
率
(
生

後
二
十
八
日
未
満
の
死
亡
率
)
は
、
概
ね

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
ま

す
。
一

方
、
死
産
率
は
全
国
を
下
回
っ
て

推
移
し
て
お
り
、
平
成
六
年
度
は
全
国
四
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十
六
位
と
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す

(
表
1
)
。

た
だ
、
低
体
重
児
(
出
生
体
重
二
千
五

百
グ
ラ
ム
未
満
の
児
)
の
出
生
率
や
、
複

産
率
(
双
子
以
上
の
出
産
率
)

は
、
全
国

と
同
様
に
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

(表
2
)
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
妊
娠
期
か
ら

出
産
、
小
児
期
に
至
る
ま
で
の

一
貫
し
た

高
度
専
門
的
な
医
療
の
提
供
や
保
健
指
導

を
行
う
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
い
ま
す
。

健
康
的
な
妊
娠
の
支
援

県
で
は
、
健
康
的
な
妊
娠
を
支
援
す
る

た
め
、
特
に
妊
産
婦
の
健
康
管
理
に
ポ
イ

ン
ト
を
置
い
た
独
自
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
、

母
予
医
療
の
拠
点

母
予
医
療
セ
ン
タ
ー
の

開
設

県
内
に
お
け
る
母
子
医
療
の
拠
点
と
し

て
国
の
指
定
を
受
け
、
こ
の
十
月
、
県
立

中
央
病
院
内
に
開
設
さ
れ
る
の
が
、

母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
で
す
(
初
年
度

全
国
五
か
所
)
。

妊
娠
期
か
ら
出
産
、
小
児
期
に
至
る
ま

で
の

一
貫
し
た
高
度
専
門
的
な
医
療
の
提

供
や
保
健
指
導
の
拠
点
と
な
る
こ
の
施
設

で
は
、
重
症
妊
産
婦
・
新
生
児
対
策
、
不

妊
対
策
を
総
合
的
に
行
い
、
新
生
児
死
亡

率
の
低
下
や
障
害
児
の
発
生
予
防
な
ど
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

二
次
医
療
圏
ご
と
の
公
的
病
院

死産率

年
死産率(出生千対)

全国 富山 (全国順位)

平成3 39.7 35.5 (35) 

4 38.9 33.6 (40) 

5 36.6 31.6 (39) 

6 33.5 27.9 (43) 

7 32.1 24.8 (46) 

年
低体重児出生率(出生百対) 複産率(出生百対)

全国 富山 全国 富山

平成3 6.7 5.4 1.42 1.01 

4 6.8 6.2 1.50 1.69 

5 7.0 6.3 1.57 1.35 

6 7.3 6.8 1.68 1.77 

表1

表2 低体重児出生率・複産率

企訪問指導マニュアル

市
町
村
で
行
う
以
外
に
も
、
医
療
機
関
に

委
託
し
て
全
妊
婦
を
対
象
に
年
四
回
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

一
昨
年
か
ら
新
た
に
早
産
予
防

対
策
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
切
迫
早
産
の
ほ

か
、
胎
児
の
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
五

つ
の
疾
病
(
妊
娠
中
毒
症
、
糖
尿
病
、
貧

血
、
心
疾
患
、
産
科
出
血
)
の
治
療
を
受

け
た
場
合
、
医
療
費
が
公
費
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
と
れ
は
、
小
さ
な
生
命
を
安

心
し
て
育
ん
で
い
く
た
め
の
、
全
国
的
に

も
あ
ま
り
例
の
な
い
妊
産
婦
医
療
費
助
成

制
度
で
す
。

さ
ら
に
、
切
迫
早
産
の
痕
状
の
あ
る
妊

婦
に
対
し
て
は
、
主
治
医
と
連
携
し
て
タ

イ
ム
リ
ー
で
き
め
'
細
か
な
訪
問
指
導
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
保
健
婦
な
ど
が
訪
問
指

導
を
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
、
保
健
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
等
を
記
載
し
た

『訪
問
指
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成

・
配
布
す
る
な
ど
、

早
産
予
防
の
啓
発
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

4 

と
の
連
携
を
図
り
、
母
子
医
療
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
努
め
ま
す
。

疾
病
予
防
と

早
期
発
見
へ
の

取
り
組
み

子
ど
も
を
す
こ
や
か
に
育
て
る
た
め
に

は
、
乳
幼
児
の
疾
病
障
害
の
発
生
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、
異
常
を
早
期
に
発
見

し
、
適
切
な
対
処
を
行
う

こ
と
が
最
も

重
要
で
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
乳
児
に
対
し
て
先

天
性
代
謝
異
常
検
査
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
検
査
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
医
療
機
関

に
委
託
し
て
乳
児

一
般
健
康
診
査

・
精

密
健
康
診
査
等
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
高
い
受
診
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
保
健
所
に
お
い
て
は
、

二
千
五

百
グ
ラ
ム
未
満
で
出
生
し
た
低
体
重
児
等

を
対
象
に
、
乳
幼
児
発
達
健
康
診
査
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
ア
ト
ピ

l
性
皮
膚
炎
に

悩
む
親
子
を
対
象
と
し
た
相
談
会
等
、
多

彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

5 
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すとやかに ED  
生み育てるために
~母予保健医療対策の充実~

(
小
学
校
入
学
前
の
児
童
)
の
入
院
医
療

費
助
成
を
行
い
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図

っ
て
い
ま
す
。

芭
発
活
動
の
推
進

母
性
の
健
康
増
進
と
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
に
は
、
広
く

一
般
に
母

子
保
健
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

県
で
は
、
母
子
健
康
手
帳
や
妊

産
婦
保
健
指
導
用
の
各
種
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
母
子
保
健
推
進
員
の
手

引
き
な
ど
を
配
布
し
、
普
及
啓
発

に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
母
子
保
健

指
導
者
を
対
象
と
し
た
各
種
講
習

会

・
研
修
会
を
開
催
し
、
時
代
に

即
し
た
新
し
い
知
識
と
技
術
の
習

得
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
組
織
の
育
成
強
化

さ
ら
に
、
新
生
児
期
に
つ
い
て
は
主
に

助
産
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
を
、
ま
た
、
適

切
な
養
育
指
導
を
要
す
る
低
体
重
児
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
と
連
携
を
と
り
、
保

健
婦
に
よ
る
家
庭
訪
問
指
導
を
行

っ
て
い

ま
す
。

す
こ
や
か
に
生
み
育
て
る
た
め

に
は
、
家
族
や
職
場
の
理
解
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
が

必
要
で
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
各
市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
母
子
保
健
推
進
員
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
母
子
保
健

推
進
員
と
は
、
地
域
の
助
産
婦
、
保

健
婦
、
看
護
婦
ま
た
は
母
子
保
健
に

熱
意
の
あ
る
人
の
中
か
ら
市
町
村
長

が
依
頼
し
た
人
た
ち
で
、
地
域
の
妊

産
婦
や
乳
幼
児
の
家
庭
と
密
接
な
連

絡
を
と
り
、
母
子
保
健
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
県
で
は
、
地
域
住
民

の
参
加
に
よ
る
自
主
的
な
地
域
組

織
H

愛
育
班
H

の
育
成
を
進
め
て

い
ま
す
。

入
院
医
療
費
助
成
制
度

の
創
設

県
で
は
、
市
町
村
と
と
も
に
、
従
来
か

ら
乳
児
の
入
・
通
院
医
療
費
を
助
成
し
て

き
ま
し
た
が
、
乳
幼
児
の
入
院
は
重
症
の

疾
病
が
多
く
、
家
族
の
肉
体
的
、
精
神
的

そ
し
て
経
済
的
負
担
も
大
き
い
の
が
実
情

で
す
。

こ
の
た
め
、

昨
年
か
ら
は
未
就
学
児

富山県は
母子医療先進県
~母予医療センターを 10月に開設~

合
は
、
新
生
児
死
亡
が
見

ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

新
生
児
死
亡
を
減
ら
す
に

は
、
で
き
る
だ
け
在
胎
期

間
を
長
く
し
て
早
産
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

た
だ
、
い
く
ら
努
力
し

て
も
未
熟
児
の
出
生
を
ゼ

ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
早
産
な
ど
の
兆

候
が
見
ら
れ
た
ら
、
母
体

を
す
ぐ
に

N
I
C
U
(
新

生
児
集
中
治
療
管
理
室
)
の
あ
る
病
院
に
搬
送
す
る
こ

と
が
重
要
な
の
で
す
。
今
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

新
生
児
搬
送
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
と
れ

か
ら
は
母
体
搬
送
、
つ
ま
り
生
ま
れ
て
か
ら
運
ぶ
の
で

は
な
く
母
体
ご
と
運
ん
で
、
生
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
必
要

な
処
置
を
施
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

富山県立中央病院院長

舘野政也さん

-
富
山
県
に
お
け
る

母
子
医
療
の
水
準
は
?

富
山
県
の
新
生
児
死
亡
率
は
、
全
国
よ
り
高
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
よ
り
長
く

生
か
そ
う
と
努
力
し
た
結
果
と
も
い
え
、
こ
の
数
字
だ
け

で
母
子
医
療
の
水
準
を
判
断
す
る
の
は
誤
り
で
す
。
事
実
、

死
産
率
の
低
さ
は
全
国
で
二
番
目
、
周
産
期
死
亡
率
も
低

く
推
移
し
て
い
ま
す
。
母
子
医
療
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ

富
山
県
は
先
進
県
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

-
十
月

一
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

と
は
?

-
新
生
児
死
亡
を
減
ら
す
た
め
の

対
策
は
?
・

県
立
中
央
病
院
内
に
設
置
す
る
、
高
度
で
専
門
的
な

医
療
を
施
す
母
子
医
療
の
拠
点
で
す
。

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、

N
I
C
U
を
十
八
床

(
従
前
は
八
床
)
設
置
す
る
ほ
か
、
母
体
を
保
護
す
る
た

め
の

P
I
C
U
(
周
産
期
集
中
治
療
管
理
室
)
も
九
床

設
け
、
他
の
周
産
期
医
療
機
関
で
対
応
で
き
な
い
新
生

児
や
重
症
妊
産
婦
の
集
中
管
理
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
た
め
の
専
門
医
や
看
護
婦
を
増
員
し
、
治

療
・
看
護
体
制
を
い

っ
そ
う
充
実
さ
せ
ま
す
。

新
生
児
死
亡
の
確
率
が
高
い
の
は
、
早
産
に
よ
る
ケ

ー
ス
で
す
。
中
央
病
院
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
早
産
の
兆

候
が
あ
っ
て
治
療
し
な
か
っ
た
人
と
入
院
治
療
し
た
人

と
で
は
、
在
胎
週
数
で
約
七
週
、
胎
児
の
体
重
で
約
七

百
グ
ラ
ム
の
差
が
で
ま
す
。
ま
た
、
治
療
を
受
け
た
場
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企乳幼児期の保健指導

母
予
保
健
指
導
体
系
の

確
立

妊
娠
か
ら
乳
幼
児
ま
で

一
貫
し
た
指
導

体
系
を
確
立
す
る
た
め
、
母
子
保
健
記
録

票

の
活
用
を
図

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

各
種
の
健
康
診
査
や
保
健
指
導
、
予
防
接

種
な
ど
を
結
び
付
け
て
効
率
的
に
指
導
を

行
う
も
の
で
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町

村
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

企母子保健リーダー育成研修会

搬
送
に
つ
い
て
は
、
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な

り
、
他
の
周
産
期
医
療
機
関
や
地
域
の
産
科
医
と
の
連

携
を
密
に
し
、
極
力
母
体
搬
送
を
行
え
る
よ
う
な
体
制

を
確
立
し
ま
す
。

現
在
、
中
央
病
院
で
は
、
体
外
授
精
な
ど
の
不
妊
治
療

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
実
績
は
全
国

で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
今
後
は
、
七
月
に
開
設
し

た
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
妊
婦
の
皆
さ
ん
に
ひ
と
言
。

富
山
県
で
は
、
妊
婦
や
産
婦
の
健
康
診
査
や
切
迫
早

産
等
に
か
か
る
費
用
な
ど
が
公
費
負
担
と
な

っ
て
い
ま

す
し
、

医
療
施
設
の
面
で
も
非
常
に
進
ん
で
い
る
と
い

え
ま
す
。

妊
婦
の
皆
さ
ん
に
は
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
ら
わ
れ

た
場
合
は
、
迷
わ
ず
早
急
に
病
院
で
診
察
を
受
け
て
ほ

し

い

で

す

ね
。
元
気
な

赤
ち
ゃ
ん
を

安
心
し
て
生

ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
私

た
ち
も
で
き

る
限
り
の
お

手
伝
い
を
い

た
し
ま
す
。

企 不妊に関するカウンセリング業務

7 
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るさと
てある記

ラデで音楽はいかが?5宙落た気

臨毅新日lムジーク・フラウエン I

。

魚

津

市

の

概

要

半
米
米
米
ー
米
米
米
-
米
ー
米
自
米
米
米
米
米
-
米
-
米

山
、
川
、
海
と
変
化
に
富
む
自
然
に
恵
ま
れ
、
「
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

波
の
聞
に
幻
想
的
な
青
紫
色
に
明
滅
す
る
ホ
タ
ル
イ
カ
、
は
る
か
水
平

線
上
に
現
れ
る
幻
の
霊
気
楼
、
縄
文
末
期
の
原
生
林
が
沈
降
し
た
と
い
わ

れ
る
埋
没
林
は
、
魚
津
三
大
奇
観
と
し
て
有
名
。
空
気
が
清
浄
で
、
環
境

庁
の
「
あ
お
ぞ
う
の
町
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

4

司
新
川
ム
ジ
l
ク
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
の
皆
さ
ん

「
新
川
ム
ジ
ー

ク

・

フ

ラ

ウ

工

ン
」
は
、
新
川
文

化
ホ

l
ル
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る

女
性
だ
け
の
音
楽

愛
好
会
。
単
に
音

楽
を
鑑
賞
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
で
演
奏
会

の
企
画
も
行
っ
て

い
る
。
ド
イ
ツ
語

で
ム
ジ

l
ク
は
音

楽
、
フ
ラ
ウ
エ
ン

は
女
性
た
ち
を
意

味
す
る
。
現
在
の

会
員
数
は
二
百
十

六
名
。

「
出
演
者
の
交
渉
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
ま
で
、
全
て
会
員
の
手

で
行
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、
会
長
の
鳴
河
み
ど
り
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
、

N
響
の
ソ
リ
ス
ト
や
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
藤
し
の
ぶ
さ
ん
な

ど
、
十
団
体
の
演
奏
会
を
実
現
さ
せ
て
き
た
。
「
ク
ラ
シ

ッ
ク
だ
け
で

は
な
く
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
日
を
見
な
が
ら
サ

ッ
ク
ス
演
奏
を
楽
し

む
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
企
画
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
ジ
ャ
ン
ル
に
は
こ

だ
わ
ら
ず
に
、
聴
き
た
い
も
の
を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
」
と
嶋
河
さ
ん
。
な
お
、
演
奏

者
の
出
演
料
は
す
べ
て
会
費
で
ま
か
な

っ
て

お
り
、
よ
り
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む

た
め
に
、
た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
で
あ
る
。

今
後
は
、
地
元
の
演
奏
家
に
も
活
躍
の
場

を
提
供
し
、
新
川
地
区
の
文
化
振
興
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
い
う
鳴
河
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
、
女
性
な
ら
で
は
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

お
酒
落
な
演
奏
会
を
企
画
し
て
く
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

N響ヌトリンクソロイヌツ+森島英子

※
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
新
川
ム
ジ

l
ク

・

フ
ラ
ウ
ヱ
ン
事
務
局
ま
で

8
0
7
6
5
'
n
'
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人口/48，083人

面積/200.59kni

(平成 8年 7月 1日現在)

企鳴河みどりさ ん

唇気楼への熱い思い束縛のない4地よい空間を
暢盟国 ~3/.t/9-): 嘩盟理 T~ . ::J.:e F園

「
初
め
て
彊
気
楼
を
見
た
と
き
の
感

動
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
体

験
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
会

社
設
立
に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
」
と
語

る
の
は
、

制
M
l
C
代
表
取
締
役
の
河

内
一
雄
さ
ん
。
霊
気
楼
発
生
情
報
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
世
界
に
発
信

し
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

「
十
年
程
前
、
霊
気
楼
発
生
率
や
発
生
場
所
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
東
京
の
大

手
民
間
気
象
情
報
会
社
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
さ
え
あ
れ
ば
可
能
と
い
う
返
答
で
し

た」
。
以
後
、
毎
日
の
よ
う
に
海
岸
に
出
か
け
て
は
水
温
や
風
速
な
ど
あ
ら
ゆ
る
デ

l
タ
を

記
録
し
て
い
た
と
い
う
河
内
さ
ん
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
過
去
二
十
年
以
上
も
屡
気
楼
の
出
現

状
況
を
克
明
に
観
測
し
続
け
て
い
る
屡
気
楼
博
士
、
津
崎
寛
さ
ん
と
出
会
う
。
「
津
崎
さ
ん

は
、
ご
自
分
の
記
録
を
快
く
提
供
し
て
下
さ
い
ま
し
た
」
。
そ
し
て
つ
い
に

一
昨
年
、
蟹
気

楼
発
生
予
報
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、
昨
年
制

M
I
C
の
設
立
と
な
っ
た
。

「
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
情
報
発
信
の
ほ
か
、
民
放
各
局
に
天
気

予
報
用
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
」
。
前
日
に
お
け
る
醤
気
楼
の
発
生

予
測
的
中
率
は
九
割
を
超
え
る
と
い
う
。

み
な
さ
ん
も
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
自
然
が
お
り
な
す
天
下
の
奇
観

を、

一
度
目
の
あ
た
り
に
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ

何
の
束
縛
も
な
く
自
由
な
発
想

で
利
用
で
き
る
家
:
・
。
そ
ん
な
建

物
を
造
ろ
う
と
立
ち
上
が

っ
た
グ

ル
ー
プ
が

「カ
l
サ
・
デ
・
コ
モ

ド
ウ
」
(
イ
タ
リ
ア
語
で

ρ

自
由
の

家
μ

)

で
あ
る
。

「
た
ま
た
ま
三
年
前
、
彫
刻
家

や
劇
団
員
を
し
て
い
る
仲
間
た
ち
と

『
自
由
に
芸
術
活
動
が
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
楽
し
い
』

と
語
り
合
っ
た
の
が
、
グ
ル
ー
プ
結
成
の
き

っ
か
け
な
ん
で
す
」
と
家
長
補
佐
の
富
田
ゅ
う

じ
さ
ん
。
そ
の
輪
も
次
第
に
広
が
り
、
今
で
は
約
七
十
名
の
メ
ン
バ
ー
を
抱
え
る
。
建
設
候

補
地
は
、
魚
津
市
御
影
地
区
。
市
街
地
か
ら
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
山
懐
に
あ
る
。
「今
は
、

夜
な
べ
談
義
を
聞
い
た
り
し
て
、
自
分
た
ち
の
夢
や
願
い
を
語
り
合

っ
て
い
る
段
階
な
ん
で

す
。
で
も
、
そ
う
や

っ
て
実
現
に
向
け
て
進
ん
で
い
ご
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
」
。
つ
ま
り
、
心
の
ま
ま
に
夢
、つ
く
り
に
加
わ
り
、
自
分
が
い
き
い
き
で
き
る
瞬

間
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
が
、

H

自
由
の
家
μ

の
精
神
そ

の
，
も
の
な
の
だ
。

「
建
設
資
金
は
、
メ
ン
バ
ー
の
芸
術
活
動
の
収
益

な
ど
を
あ
て
て
い
く
予
定
で
す
。
も
し
自
由
の
家
が

現
実
の
も
の
と
な

っ
た
な
ら
、
僕
は
、
自
分
で
プ
ロ

デ

ュ
ー
ス
し
た
芝
居
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
目
を
細
め
る
富
田
さ
ん
。
そ
ん
な
彼
の
思
い

も
、
カ
1

サ
・
デ

・
コ
モ
ド
ウ
で
育
ま
れ
る
数
多
く

の
夢
の

一
つ
で
あ
る
。
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夢
を
語
り
あ
う
メ
ン
バ
ー
た
ち
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企霊気楼 (今年は、 7月末までに 10回出現)
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A高知県の地域情報誌でも
大きく紹介

企富田ゅうじさん
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財政"
!文化の祭典

19月 28日(土)

lいよいよ開幕!

i国民刻隠とやま'96~
コそャュエ?ミ、‘

τ}も仁
1!吃る

ら.ノドかプニングノiレー閉幕はオー
9月 28日(土) 1 3 : 30 -.. 1 6 : 00 

富山市平和通り 堤間交差点~旅龍町交差点約 1km

県内外、世界各国かS 33団体約 1500名

女日時

貴場所

青出演者

(
株
)
イ
ン
テ
ッ
ク

坂
田

今
年
も
四
年
に

一
度
の
熱
い
夏
が
来
た
。
普

段
ス
ポ
ー
ツ
に
縁
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
は
理
屈
抜
き
で
楽
し
い
と
思
う
し
、

い
つ
見
て
も
感
動
的
だ
。
皆
「
ま
さ
か
の

一
瞬」

に

一
喜

一
憂
し
た
こ
と
と
思
う
。

今
回
、
ア
ト
ラ
ン
タ
の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

エ
チ
オ
ピ
ア
の
年
齢
も
不
明
な
全
く
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
選
手
が
金
メ
ダ
ル

を
と
っ
た
の
を
は
じ
め
、
案
外
、
ノ

l
マ
l
ク

の
選
手
が
伸
び
や
か
な
演
技
を
披
露
し
て
思
わ

ぬ
「
金
」
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
期
待

さ
れ
た
競
技
で
は
、
過
度
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
か

ら
か
、
メ
ダ
ル
を
逸
し
た
「
ま
さ
か
の

一
瞬
」

も
あ

っ
た
。
ま
さ
に
天
国
と
地
獄
の

一
瞬
だ
が
、

で
は
こ
の
瞬
間
を
左
右
す
る
も
の
は

一
体
何
な

の
だ
ろ
う
か
。

勝
負
を
決
定
す
る
最
大
の
要
素
は
「
心

・

技

・
体
」
の
「
バ
ラ
ン
ス
」
で
は
な
い
か
と
私

は
常
々
思

っ
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
と

も
な
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ

る
と
考
え
て
い
い

。
体
力
の
向
上
や
、
技
術
の

習
得
に
つ
い
て
は
、
情
報
化
が
進
み
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
、
最
も
効
率

の
よ
い
科
学

的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
各
国
独
自
で
構
築
し
、
選

手
も
ひ
た
す
ら
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
心
に
つ
い
て
も
、

り

船

四
d

〆.，二.，
FaaaF

J
'
t
町、

一
博
恵
一

仰

の

府

知
界

寸

世

テ

0富山県が結んでいる各国の友好都市からゲス

トが一堂に集います。国際色豊かな民族舞踊や

陽気な音楽で、県民との心の交流を深めます。

0国民文化祭のシンボルである大会旗、文化大

使と「とや丸Jを先頭に、マーチングバンド

の躍動感ある行進と演奏が期待感を盛り上げ、

ます。

第 1グループ

プロローグ

第3グループ

200X年・未来へのメッセージ
テーマカラー (青〉

昌
弘

(
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
出
場
)

…
近
年
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
形
で

様
々
な
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

や
は
り
こ
れ
が

一
番
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

、っか
。

五
輪
史
上
初
の
陸
上

2
0
0
m
と

4
0
0
m

で
二
冠
に
輝
い
た
米
国
の
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
選
手
は
競
技
後
「
も
の
す
ご
い
プ
レ

ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
そ
う

だ
。
こ
の
と
て
つ
も
な
い
ス
ト
レ
ス
と
言

い
換

え
て
も
過
言
で
は
な
い
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
い
か

に
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
勝
つ
た
め
の
前

向
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
で
き
る
か
が
、
勝

負
の
分
か
れ
目
な
の
だ
と
思
う
。

著
名
な
選
手
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を

指
導
し
て
い
る
ジ
ム

・
レ
l
ヤ
ー
は
そ
の
著
書

「
メ
ン
タ
ル
タ
フ
ネ
ス
」
の
中
で
、
「
高
い
ス
ト

レ
ス
の
と
き
弱
く
な
ら
な
い
方
法
三
箇
条
」
を

こ
う
書
き
記
し
て
い
る
。

1
.
回
復
(
リ
カ
バ
リ
l
)
の
頻
度
と
量
を
増
や
す
。

2
.
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
刺
激
を
減
ら
す
た
め
、
ス
ト

レ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
再
構
成
す
る
。

ス
ト
レ
ス
は
成
長
を
促
し
、
タ
フ
に
な
り
、

自
分
自
身
に
つ
い
て
学
ぶ
よ
い
機
会
だ
と
み

る
よ
う
に
す
る
。
状
況
を
脅
威
と
い
う
よ
り

も
む
し
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
知
覚
す
る
と
、

無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
減
少
す
る
。

0明日を担う子供達が、「未来へのメッセージJ

を表現します。

文化を次世代に伝え、未来へのさらなる創造

と発展を感じさせます。

稚児舞、創作舞踊、マーチングバンドほか

12 

3
.
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
心
の
中
で
「
そ
う
あ
り
た
い
」

と
願
い
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
行

動
を
と
る
。
例
え
ば
、
自
信
、
勇
気
、
落
ち

着
き
を
表
に
だ
す
。

実
際
な
か
な
か
超
え
ら
れ
な
い
力
の
差
は
存

在
す
る
と
思
う
が
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
い
う
大

舞
台
に
お
い
て
個
々
人
が
持
て
る
力
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
れ
ば
、
選
手
に
と
っ
て
そ
れ
は
メ

ダ
ル
と
同
じ
く
ら
い
価
値
の
あ
る
「
至
福
の

一

瞬
」
な
の
で
は
な
・い
だ
ろ
う
か
。

。全国から、大太鼓、太鼓踊り等が集います。

力強く響きわたる和太鼓の鼓動は、パワーと

前進をイメージするとともに、人々の心に浸

み入り、パレードを印象的に締めくくります。

第5グループ

ふるさとの響き
テーマカラー 〈赤〉

~ 

第4グループ

との心・とやまの心

0富山県を代表する伝統芸能や全国の民俗芸能力f

次々と登場し、郷土芸能が今に生きる躍動感、

息吹を伝えます。

越中おわら、麦や節、こきりこ、獅子舞ほか

テーマカラー (黄〉

ふる

!懇譜幽齢~:
謂極左階調圃臨?..:

lJ幽--
※当日は、コース及び周辺道路での交通規制、電車の西町交差点での折り返し運転、

パス路線の変更等が予定されていますのでご注意く ださい。

また、周辺道路は混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用ください。

※雨天時は、規模を縮小して、総山輪・中央通りアーケード内で実施します。

みんな見にきてね/

〈問合せ〉・

第 11回国民文化祭富山県実行委員会事務局

「パレード」係 包0764-44・21 85 
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@ 地
域
情
報
化
の
全
国
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
「
全
国
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
祭

m-mと
や
ま
」
を
開
催
し
ま
す

D

ガ
ン

飲
ん
で
み
ら
れ
マ
ル
チ
丸

ー
住
み
よ
い
ま
ち
か
ら
住
み
た
い
ま
ち
へ
|

什
月
7
日
射
j
叩
日
目

ア

l
マ

開
催
期
間

内

容
・
地
域
情
報
化
サ
ミ
ッ
ト
(
刊
月
7
日
・
要
申
込
み
)

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
可
能
性
を
先
進
事
例
を
踏
ま
え
な
が

ら
紹
介
。

会
場
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

-
地
域
情
報
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
日
月
8
日
・
要
申
込
み
)

地
域
情
報
化
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

会
場
県
教
育
文
化
会
館
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
新
湊
市
中
央

文
化
会
館
新
川
文
化
ホ
ー
ル
砺
波
市
文
化
会
館

-
地
域
情
報
化
フ
ェ
ア
(
日
月
7
日
)

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
等
に
よ
り
「
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
」
を
体
験

会
場
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル

※
こ
の
ほ
か
、
富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
産
業
振
興
の

観
点
か
ら
の
講
演
会
等
を
開
催
。

問
合
せ
・
申
込
み

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
W
・
川
と
や
ま
実
行
委
員
会
事
務
局

(県
庁
情
報
企
画
課
内
)

8
0
7
6
4
1
M
H
I
3
1
1
6
 

E
I
m
a
--
-
一
m
m
9
6
@
p
r
e
f
.
t
o
Y
a
m
a
-
l
p

昭
和
初
期
の
日
本
各
地
の
民
家
の
ジ
オ
ラ
マ
を
使
っ
て
、
当
時

の
人
々
の
生
活
の
様
子
を
再
現
す
る
「
日
本
の
住
ま
い
と
く

5
し

展
」
や
古
い
お
城
の
図
面
を
作
る
「
謎
の
九
路
川
城
」
、
鬼
が
わ

5

法
人
一
般
会
員

入
会
金
5

0

年
会
費
3

0

o 0 
o 0 
o ，0 
円円

風
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
る
「
家
を
守
る
顔
」
な
ど
、
魅
力
あ
る
遊
び

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

開
催
期
間

9
月
7
日
出
i
叩
月
6
日
叩

午
前
9
時
初
分

1
午
後
5
時

(
火
曜
日
お
よ
び

9
月
お
日
制
は
休
館
)

富
山
県
こ
ど
も
み
ら
い
館
(県
民
公
園
太
閣
山
ラ
ン
ド
内
)

無
料
(制
作
コ
ー
ナ
ー
は
、
材
料
費

2
0
0
円
、
必
要
)

富
山
県
こ
ど
も
み
ら
い
館

包

0
7
6
6
l
m

ー

9
0
0
0

参揚
力口 百

費-~
等 P肘

問
合
せ

学
習
活
動
の
発
表
や
学
習
に
役
立
つ
展
示
な
ど
に
触
れ
な
が
ら

楽
し
く
生
涯
学
習
を
体
験
し
、
新
し
い
自
分
を
発
見
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
入
場
は
無
料
。
ご
家
族
揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時

平

成

8
年
叩
月
ロ
日
出

・
日
日
叩

(旭
日
は
午
前
9
時
却
分
、
旬
日
は
午
前
叩
時
開
場
)

大
沢
野
町
民
文
化
会
館
・
大
沢
野
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
-
大
沢
野
小
学
校
ほ
か

体
験
教
室

(紙
す
き
、
木
彫
り
、
パ
ス
テ
ル
画
な
ど
)

ふ
る
さ
と
富
山
徹
底
デ
ィ
ベ

l
卜

(ゲ
ス
ト
一
ケ
ン

卜
・
ギ
ル
パ
ー
ト
)

リ
ズ
ム
体
操
、
合
唱
、
郷
土
芸
能
ほ
か

第
2
回
富
山
県
民
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
事
務
局
(大
沢
野
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
)

2
0
7
6
4
l
印

l
1
1
1
1

内
線
6
7
2

日A.. 
:z:;;: 

場

14 

申
込
み
・
問
合
せ
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
1
M
1
2
8
1
4
 

立
山
信
仰
の
理
念
を
凝
集
し
て
い
る
立
山
霊
茶
羅
。
そ
の
成
立

や
構
成
要
素
を
追
求
し
、
そ
の
本
質
に
迫
り
ま
す
。

会

期

9
月
引
日
出
i
叩
月
初
日
叩

〈月
曜
日
は
閉
館
。
9
月
初
日
・
叩
月
7
日
は
臨
時
開
館
〉

立
山
博
物
館
展
示
館

立
山
博
物
館

2
0
7
6
4
l
引

1
1
2
1
6

場

所

問
合
せ

お
子
さ
ま
の
心
身
の
発
達
上
の
心
配
事
や
し
つ
け
、
教
育
、
就

学
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、

9
月
初
固
ま
で
に
市
町
村
教
育
委
員
会

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

期

叩

月

市

日

和

・
村
山
日
射

会

富

山

県

総

合

教

育

セ

ン

タ

ー

日士易切
問
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団
で
は
、
「
い
き
い
き
友
の
会
」
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
同
会
で
は
、
情
報
誌
の
無
料
配
布
や

著
名
人
を
招
い
た
講
演
会
へ
の
ご
招
待
、
園
芸
や
俳
句
、
ダ
ン
ス

な
ど
の
講
座
の
開
催
、
旅
行
会
の
実
施
の
ほ
か
、
施
設
の
利
用
割

引
力

l
ド
の
発
行
な
ど
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
充
実
し
た

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
応
援
し
ま
す
。

資
格
何
歳
以
上
の
個
人
及
び
、
高
齢
者
福
祉
に
関
心
の
あ
る

企
業
・
団
体

個
人
会
員
年
会
費

3
、
0
0
0
円

個
人
・
ぺ
ア
会
員
年
会
費
4
、

ム
冨

費

申
込
み
・
問
合
せ

伽
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団
「
い
き
い
き
友
の
会
」
事
務
局

一T
9
3
0

富
山
市
舟
橋
商
町
5
1
川

8
0
7
6
4
1
犯

l
6
0
1
0

生
涯
学
習
や
学
校
教
育
の
場
で
広
く
活
用
で
き
る
ビ
デ
オ
や
ス

ラ
イ
ド
な
ど
の
視
聴
覚
自
作
教
材
を
募
集
し
ま
す
。

部

門

①
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

②
学
校
教
育

③
記
録

募
集
期
間
世
月
2
日
何
i
m
日
出

作
品
時
間
別
分
以
内

問
合
せ
富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
映
像
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4
1
辺

1
6
4
2
0

4~ 
E話通

‘.， 
大
気
汚
染
や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
自
動
車

か
う
の
排
出
ガ
ス
を
抑
制
す
る
た
め
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ツ

主
な
催
し

間
合
せ

井
波
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
の
山
森
伸
正
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
砺
波
平
野
の
古
代
史
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日

時

9
月
お
日
側

午
後
1
時
初
分

場
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
会
議
室

参
加
料
無
料

申
込
方
法
講
座
の
前
固
ま
で
電
話
受
付
け

(
定
員
別
名
に
な
り
次
第
締
切
り
)

プ
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
と
は
、
運
転
者
が
車
か

5
離
れ
て

い
る
間
や
荷
物
の
積
み
お
ろ
し
の
聞
な
ど
の
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
ひ
か
え
る
こ
と
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
運
転
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
県
庁
環
境
保
全
課
包

0
7
6
4
1
判

1
3
1
4

5

国
や
県
で
は
9
月
を
「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
障

害
者
の
職
業
的
自
立
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
事
業

を
展
開
し
て
、
広
く
一
般
県
民
や
事
業
主
の
方
々
に
対
し
、
障
害

者
雇
用
の
気
運
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
理
解
と
認

識
を
深
め
、
よ
り
身
近
な
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

『つ
。

障
害
者
雇
用
促
進
展
開
催

8
丹
羽
田
1

9
月
3
日

ア
ピ
タ
富
山
広

9
月
4
日
1

9
月
9
日
北
陸
ジ
ャ
ス
コ
高
岡
庖

県
庁
職
業
安
定
課

2
0
7
6
4
l
糾

l
4
5
6
5

問
合
せ

本
制
度
は
低
所
得
世
帯
の
経
済
的
自
立
や
、
高
齢
者
、
体
の
不

0
0
0
円

自
由
な
方
々
等
の
社
会
参
加
お
よ
び
在
宅
福
祉
の
促
進
を
図
り
、

安
定
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
く
と
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

貸
付
資
金
の
種
類
は
福
祉
資
金
、
住
宅
資
金
な
ど
8
種
類
あ
り
、

貸
付
利
率
は
修
学
資
金
、
療
養
資
金
お
よ
び
療
養
資
金
の
貸
付
け

を
受
け
て
療
養
し
て
い
る
期
間
中
の
生
活
に
必
要
な
生
活
資
金
は

無
利
子
で
、
他
は
年
3
%
で
す
。

詳
し
く
は
、
地
域
の
担
当
民
生
委
員
や
お
住
ま
い
の
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
宮
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

一T
9
3
0

富
山
市
舟
橋
南
町
5
l
叫

8
0
7
6
4
1
2
1
2
9
5
8
 

平
成
9
年
4
月
か
ら
、
消
費
税
率
が
5
%
と
な
り
、
う
ち

1
%

部
分
は
、
新
設
の
地
方
消
費
税
分
(
道
府
県
税
)
で
す
。

な
お
、
税
率
に
関
す
る
経
過
措
置
に
よ
り
、

9
年
4
月
以
後
の

取
引
で
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
現
行
の
消
費
税
率

(
3
%
)
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
(例一

8
年

g
月
初

日
ま
で
に
契
約
さ
れ
、

9
年
4
月
1
日
以
後
に
引
渡
さ
れ
る
住
宅

等
の
請
負
工
事
)

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は

県
庁
税
務
課
8
0
7
6
4
1
判

1
3
1
7
9
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。

n 
富山市新総由輪 1-7(県庁内) 雪

合(0764)31 -4111附 云
31 -3131 (県民相談電話)三

FAX 44 -3300伊毘相設Ji'Y7f，l言
高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211 (総合庁舎内) 言

合(0766)21 -9411附 言
魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)::::

合 (0765)24-5311 (尚 三
砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内) 主

合 (0763)33-5151附 三
・物価ダイヤル 三
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ 主
さし'0ft(0120) 16 -7400 (県庁県民生活課内) = 
・消費生活については
消費生活センター
富山市安住町 7-18 安住町第一生命ピル内 三
〈一般相談は> ft(0764) 32 -9233 :: 
く金融相談は> ft(0764) 32 -3252 :::: 

消費生活センター高岡支所 = 
高岡市本丸町 7-1:本丸会館内 含(0766)25 -2777 :: 
・交通事故については 三
富山県交通事故相談所東別館 1階 三
宮 (0764)31 -4111 内 4400 三
・相談 110番
家庭問題 -悪質商法覚せい剤芯ど、どん芯相談にも 三
応じます。 ヨ二つJレイヒトナシ 三
宮 (0764)42 -0 1 1 0 :: 
・シルバー 110番 言
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総 言
合相談センター
富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内 E 
ft(0764)41 -4110 :: 
・よい子の育児電話相談 室
子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんなこ 呈
とでもお気軽にお電話ください。
ft(0764) 33 -4150 (県庁生涯学習室内) 室

見て、聞いて、ご意見をお寄せください。 三
・テレビ広報
.チューリップテレビ、毎週土曜日 AM7:00~7:15 = 
1，3¥るさとトークj

・富山テレビ毎週日曜日 AM9・00~ 9:30 :: 
1112万人のひろ!まークイズ/フォー力ス・インJ :: 

・北日本放送毎週日曜日 AM11・00~ 11 :30 三
「こんにちは富山県です」
9/ 1 みんたよでつくる福祉社会 三
9/8 Let's地方分権 三
9/ 15 豊かな長寿社会を目指して 三
9/22 いよいよ開幕/国民文化祭 三
9/29 みんなで守ろう交通ルール 言

・ラジオ放送
.FMとやま「ふれあいホットラインJ 三

県内各地からホットな話題をクリアなサウンドでお 三
とどけします。 三
毎週月~金曜日 AM9:50 ~ 9:55 :: 

・新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日 三

毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせJ

n 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ =

ビの街頭献血案内等でご確認下さい。 =

。マリエとやま 6階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日 (年 =

末年始、マリ工休館日を除く)献血を受け付けています。 三
受付時間 全血献血 10 ∞~ 12 3コ14 ∞~ 18 ∞言

成分献血 10 ∞~ 12 ・ ∞ 14 ∞~ 1 7' 3J = 
。マり工献血ルーム (TE旧764-45 -4500) = 
血液センター (TE旧764-51 -5555) = 

-県政について
県民 相 談室

日 躍日 献血場所 時間

5 士 J 円高岡駅間 1 O :OO~ 1 6:00 

12 土 富山アピタ別 1 O:OO~ 16:30 

13 日 コスモタウンジャスコ砺波届 1 O :OO~ 1 6:00 

16 水 魚津市役所別 9:30~16:00 

17 木 立山町商工会館前 1 O:OO~ 1 6:00 

20 日 富山西武前 1 O:OO~ 1 6:30 

25 金 小杉町役場前 1 2 :30~ 1 6:00 

27 日 ) ¥ッピータウン氷見居別 1 O:OO~ 1 6:00 

30 7.l< 八尾町役場月Ij 1 2:30~ 16:00 

15 

認 10月街頭献血日程



• 
新
写
真
シ
ス
テ
ム

グ

A
P
Q
Y
と
は
?

z
 

，q
 

d

町、
ae 

ド

伝

統
「最
近、

テ
レ
ビ
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
よ
く
見
る
写
真
の
新
シ

ス
テ
ム

HA
P
S
H
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で
す
か
。

ー
リ
-

こ
れ
は
、
写
真
の
大
手
五
社
が
共
同
開
発
し
た
統

一
規
格

「
ア
ド
パ

「
は
」
-
ン
ス
ト・

フ
ォ
ト

・
シ
ス
テ
ム

(A
P
S
)」
に
基
づ
い
て
商
品
化
さ
れ

た
フ
ィ
ル
ム
と
カ
メ
ラ
の
こ
と
で
、
今
年
の
四
月
か
ら
登
場
し
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
に
フ
ィ
ル
ム
を
装
て
ん
し
た
つ
も
り
で
も
現
象
し
て
み
た
ら

何
も
写
っ
て
い
な
か

っ
た
、
な
ど
単
純
な
ミ
ス
を
防
ぎ
、
誰
で
も
簡
単

に
美
し
い
写
真
が
撮
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、

①
フ
ィ
ル
ム
が

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
た
め
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
装
て
ん
で
き
、
装
て
ん
ミ
ス

が
・
な
く
な
る
、

②
撮
影
途
中
で
も
フ
ィ
ル
ム
の
出
し
入
れ
が
可
能
で
、

再
び
装
て
ん
し
て
も
次
の
コ
マ
か
ら
撮
影
で
き
る
、

③
外
側
の
表
示
マ

ー
ク
で
フ
ィ
ル
ム
の
状
態
(
未
使
用
、
撮
影
途
中
、
撮
影
済
、
現
像
済
)

が
わ
か
る
、
④
撮
影
し
た
コ
マ
を

一
覧
で
き
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
プ
リ
ン

ト
が
添
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
焼
き
増
し
注
文
が
簡
単
に
で
き
る
、
な

ど
の
特
長
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
A
P
S
に
は
現
行
の
カ
メ
ラ
と
の
互
換
性
が
な
い
た
め
、

A
P
S
仕
様
の
カ
メ
ラ
で
し
か
A
P
S
フ
ィ
ル
ム
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
く
に
A
P
S
フ
ィ
ル
ム
を
現
像
で
き
る
庖
が
な
い
、
と
い
う

状
況
も
起
こ
り
得
ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ル
ム
価
格
は
現
行
の
製
品
と

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
現
像

・
プ
リ
ン
ト
料
金
は
高
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
口

以
上
の
よ
う
な
点
を
理
解
し
た
う
え
で
、
自
分
の
目
的
に
合
わ
せ
た

製
品
選
び
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(目
)
2
7
7
7

(犯

)
9
2
3
3

ー一一一_.，‘
_____..‘ 

一一一」邑

余

の

奇

年

百

つ
く
り
も
ん
ま
つ
り

(
福
岡
町
)

煙
火a、
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ア
卜
ラ
ン
タ
五
輪
で
は
、
期
待
さ
れ
て

い
た
種
目
で
の
日
本
選
手
の
不
振
が
目
立

っ
た
。
グ
期
待
μ

そ
れ
は
時
と
し
て
選
手

を
孤
独
に
す
る
。
し
か
し
、
他
国
の
選
手

は
期
待
を
力
に
変
え
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
た
。
「
自
分
は一

人
で
は
な
い
。
国
民
と

一
緒
に
闘

っ
て
い
る
の
だ
」
と
・
:
。
見
事

日
本
一
と
な
っ
た
卜
ナ
ミ
運
輸
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
。
仲
間
た
ち
の
期
待
が
力
に
変
わ
っ
た
好
例
で
は

な
か
ろ
う
か
。
(K
)

あ
る
金
曜
日
、
暑
い
の
で
帰
り
に
ち
ょ
い
と
一

杯
の
後
、

J

R
で
帰
路
に
着
い
た
。
降
り
る
駅
の
ひ
と
つ
手
前
の
駅

ま
で
は
確
か
に
覚
え
て
い
た
の
に
、
気
が

つ
く
と
窓
の
外

は
見
知
ら
ぬ
駅
。
慌
て
て
降
り
た
が
後
の
祭
り
。
す
で
に

県
外
だ
っ
た
。
駅
員
も
い
な
い
さ
み
し
い
駅
で
時
刻
表
を

見
上
げ
る
と
、
朝
ま
で
列
車
は
な
い
。
お
金
も
な
い
。
地

元
タ
ク
シ
ー
に
は
、
遠
い
か
ら
と
断
ら
れ
る
始
末
。
ま
だ

ま
だ
、
ち
ょ
い
と
一
杯
が
お
い
し
い
季
節
だ
が
、
飲
み
過

ぎ
に
は
ご
用
心
。
(
A
♂
)

今
月
の
取
材
は
、
広
報
課
に
来
て
い
る
ロ
シ
ア
人
研
修

生
、
オ
リ
ガ
・
ポ
ロ
フ
コ
ワ
さ
ん
と
一
緒
に
魚
津
市
を
訪

れ
た
。
日
本
語
、が
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
彼
女
で
あ
る
が
、

ム
ジ
ー
ク
・
フ
ラ
ウ
工
ン
の
鴫
河
さ
ん
が
楽
し
げ
に
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
話
し
て
い
る
の
を
見
て
、
雰
囲
気
は
理
解
で
き

た
よ
う
だ
。
顔
写
真
を
撮
る
時
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
気
に

す
る
様
に
、
「
女
性
は
ど
こ
の
国
で
も
み
ん
な
同
じ
」
と

納
得
顔
だ
っ
た
。
(
A
♀
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X18 

センチ)でプレゼン卜します。希望される

方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込

みください。平成8年10月24日消印有効です。

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

9
月
号
係
あ
て

岡山岡
凶団凶〔

〕

年
齢

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

毎
年
九
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
両
日
、
福
岡
町
で
は

「
つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
農
作
物
を
利
用
し
て
形

作
ら
れ
た
人
物
や
動
物
、
建
物
な
ど
の
素
朴
で
ユ
ー
モ
ラ
ス

な

Hつ
く
り
も
ん

H
が
、
見
る
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

出
展
グ
ル
ー
プ
は
、
季
節
の
野
菜
や
果
物
、
草
花
な
ど
の
色
、

形
を
巧
み
に
利
用
し
、
そ
の
年
の
話
題
な
ど
時
代
性
を
盛
り
込

ん
で
、
独
身
の
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら

が
っ
く
り
も
ん
H

を
仕

し
じ
み

上
げ
て
い
く
。
屋
根
の
瓦
に
多
く
の
腕
貝
を
使
う
た
め
に
、

し
じ
み

町
内
で
腕
の
味
噌
汁
を
一

週
間
食
べ
続
け
た
と
い
う
工
ピ
ソ

う
カ
が

l
ド
も
あ
り
、
そ
の
意
気
込
み
が
窺
え
る
。

当
日
は
、
市
街
地
を
中
心
に
約
四
十
点
の

H

つ
く
り
も
ん
H

が
お
目
見
え
。
毎
年
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
昨
年
優
勝
し

た
の
は
、
タ
ヌ
キ
の
表
情
が
印
象
的
な

「ぶ
ん
ぶ
く
茶
釜
」

た

い

お

い

え

び

す

と
、
大
物
作
品
「
鯛
負
恵
比
須
」
。
今
年
は
ど
ん
な
作
品
が
見

ら
れ
る
か
心
待
ち
に
し
て
い
る
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

三
百
余
年
の
伝
統
を
も
っ
と
い
わ
れ
る
こ
の
ま
つ
り
だ
が、

そ
の
起
こ
り
は
、
昔
、
お
盆
か
ら
八
月
い
っ
ぱ
い
村
々
で
行

わ
れ
て
い
た
「
地
蔵
ま
つ
り
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
村
の
地
蔵

を
集
め
、
人
々
は
餅
や
野
菜
を
供
え
て
供
養
し
て
い
た
が
、
や

が
て
秋
の
収
穫
物
を
供
え
、

五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
よ
う
に
な

り、

長
い
歳
月
を
経
る
う
ち
に
、
供
物
が

F

つ
く
り
も
ん
が
へ

と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

人
々
は
感
謝
の
気
持
ち
を
野
菜
や
果
物
に
込
め
、
そ
れ
ら

は
作
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
そ
の
個
性
溢
れ
る
庶
民
芸

術
に
、

見
る
人
々
の
顔
も
お
の
ず
と
ほ
こ
ろ
ん
で
く
る
。



募集『うるおい環境とやま賞J
県
広
報
と
や
ま

や“やすらぎ"を感じさせてくれる施

近頃あなたのまわりで増えていませ

こに来るとなんだか心がやすら

そんな『うるおい環境』を募集します。

“うるおい"

設や景観が、

んか?
τF 
」ー

ぐ-

平
成
8
年
9
月

。

企
画
発
行

富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
曲
輪
1
'
7

クロスランドおやべ

・人々が語り合い、感動

を分かち合う、次代へ

のランドマーク

宇奈月国際会館「セレネ」

・柔らかなレンガの色彩と曲線に包まれ

た外観が、黒部の自然と優しく調和

風の城 ・風力発電でライトア ップさ れた姿が幻想的な、

“風のまち"大沢野のシンボル

応募対象
(1) 地域に存在する建築物や施設が、互いに調和し、一体

となってまとまりのある美しさを形づくっているような優

れた景観

(2) 周辺の環境と調和し、かつ、その地域の魅力やシンボ

ルとなっているような、身近で親しみのある建造物や施設

(3) 最近 10か年程度の聞に整備されたもの

宮
引

1
3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

F
A
X
判

t
3
3
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス
)

印
刷

制
チ
ユ
|
工
ツ 応募方法

市町村役場に備付けの応募票に必要事項を記入のうえ、推

薦対象の存在する市町村企画担当課へ(自薦・他薦を問いま

せん。どなたでも応募可)

応募期間 9月2日(月)'" 9月30日(月)

問合せ県庁県民生活課文化URUOI係

ft 0764-44-9616 

水の小路・「水キラキラ町いきいき入善Jのキャッチフレ

ーズを象徴する散策路


